
 

 

 
体験談 ４ 

『ひまわり学園へのコンタクト』 

 

私は子供の成長のモヤモヤに気づいたのは、海外赴任中の事でした。かかりつけのクリニックの先生

には、それとなく「何か他のお子さんと違う、それこそ二歳上の姉とも何か違うのですが。」と本人が一

歳の頃、相談していた事がありました。でも、いかんせん英語での説明なので、私の英語力ではニュ

アンスも伝わりづらく不安はありました。当時、主人も毎晩帰りが遅く、息子と接触する時間も少なかっ

たので、私の漠然とした不安をいまひとつ、共有する事も出来ず、こんなもの、と捉えていた事もあり

（私の中にも、その気持ちがなかったわけでもありませんでしたし）なので、英語の出来る主人にもそ

れを説明してもらえる事も出来ないまま、月日は過ぎておりました。 

 

そして、息子が二歳の頃、夏休みの一時帰国をして、小児科医に相談に行った事がきっかけで、次の

主人の赴任先には赴かず、子供と私だけ帰国する事を決めました。帰国してからは、私の中では生活

する場所での相談が一番だと決めていたので、すぐに市役所に電話し、ひまわりを紹介して頂き、み

てもらいました。 

 

ひまわりの先生方は、よく来ましたね！とそれは温かく迎え入れて下さり、今まで張り詰めていた気持

ちが少しだけ緩みました。この子の将来の事をどうしても考えてしまうので、どうなって行くんだろうとい

う不安が大きく、そう簡単には緊張感が緩む事はありません。それは、今でもそうです。 

でも、ひまわりへ行って、1週間の出来事を話して、保護者目線に立って一緒に喜んでくれて、考えてく

れて、悩んでくれて、そこから励まして頂いた事は、その場限りの事かもしれませんが、私は次のステ

ップを踏むリラックス出来る充実した時間だったと感じていました。 

 

親は、ずっとずっと、その年代ごとでの悩みや課題に一緒にぶつか 

っていかなくてはならないので、次のステップを踏める力を蓄える 

事は、大きな事だと思います。その力を上手に与えてくれて、ひま 

わりの先生方には本当に感謝しております。 

 

 

体験談４ 

私の待望の赤ちゃんは、出産時から不穏なものとなり、病院に通いながら経過観察の日々

が続きました。もちろん成長は育児書どおりに進まず悶々とした日々を送っていました。早く

はっきりとした診断が欲しかったので受診のたびに先生に検査をして欲しいと頼みました。そ

して一歳を過ぎた頃、やっと検査をして疾患が判明しました。判明するまではきっと何かある

と思っていたのですが、いざ告知をされると崖から突き落とされたようで目の前は真っ暗にな

りました。その時主治医から言われたのは「疾患や障がいがわかってもこの子は何も変わり

ませんからね。その事ばかりに目を奪われずに普通の子どもと同じように育てて下さいね。ま

た、普通の子どもの集団に入れることでとても成長しますよ。」というものでした。 

一度は谷底に突き落とされた私ですが、すぐにこの子のためにできることは何でもしようと

張り切るようになりました。今思えば、かなり無理をしていたと思います。ですから中々心が追

い付かず、家族や他人からの根拠のない「大丈夫だよ」という言葉にイライラしたり、「お母さ

んがもっと明るく頑張らないとね」という言葉に顔では笑って心では泣いていました。ただ息子


